武家の勃興と其の信仰の様式に就て by 小林 健三 & コバヤシ ケンゾウ
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‐            ― - 21サ  __
之
を
要
す
る
に
、
起
請
文
は
中
世
に
入
る
や
専
ら
宗
教
的
の
意
味
を
も
つ
て
使
用
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
殊
に
武
家
の
封
建
制
度
の
思
想
と
結
び
つ
い
て
い
た
く
費
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
な
宗
教
意
識
の
表
亡
と
封
建
制
の
航
壌
に
至
つ
て
全
く
そ
の
存
在
の
良
了
り
ｏ
の
意
義
を
失
ふ
に
至
る
必
然
性
を
有
す
る
も
の
と
い
つ
て
よ
い
で
エ
（謡
）
一
、
起
請
文
考
諮
〔白
石
先
生
遺
文
に
合
む
〕
一
下
北
傑
氏
綱
、氏
康
、民
政
や
又
よ
杉
政
虎
北
篠
氏
照
な
ど
の
起
請
文
に
な
両
所
継
現
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
居
る
。令集
古
文
書
参
照
）
三
、
　
一
例
を
参
議
添
原
公
通
が
延
賢
八
年
十
月
十
七
日
に
出
崎
垂
加
先
生
に
具
出
し
た
誓
文
に
と
れ
ば
、
そ
の
最
後
に
自
く
、
右
三
簡
篠
之
旨
於
相
昔
着
一伊
勢
八
略
愛
宕
泊
山
牛
頭
天
工
殊
伊
豆
笛
根
雨
所
雅
現
惣
而
日
本
囲
中
大
小
肺
蔽
之
御
罰
可
相
蒙
者
也
。
（
騒
脚
一に
応
痢
）
四
、
集
古
丈
書
。
　
　
　
　
五
、
菊
池
俸
記
。
　
　
　
　
六
、
桑
業
第
行
幸
記
。
　
　
　
　
七
、
宮
中
秘
策
。
二
〇
一
武
家
の
勃
興
と
其
の
信
抑
の
様
式
に
就
て
　
〈
小
林
　
健
三
）
